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多数の先生方の参加ありがとうございました 。
平成１９年度は、夏季休業中に合計５３講座の研修を実施し、のべ１６５５名の教

職員の参加をいただきました。ご協力ありがとうございました。
それぞれの研修で学ばれたことをぜひ２学期以降各校・園の取組につなげていた

けたらと思います。

子 どもの心に向き合う研修
ー子どものしんどさに寄り添い、親の苦しさを受け止める～！

子どものＳＯＳへの対応新たな渡日の子どもの課題
子 ど も 政 策 室 の 河 合 相 談 員７ 月 ２ ６ 日 に 大 阪 学 院 大 学 で 国 際 理解 教 ８ 月 ２ ２ 日 に

育 講 座 『 ち き ゅ う じ ん 多 文 化理 解 を 深 め に よ る 講 義 ・ ワ ー ク の 研 修 を・ 加 田 相 談 員
る た め に Ⅱ 』 を 実 施 。 大 学 か ら は 、 ミ ニ 講 実 施 し ま し た 。 講 義 の ポ イ ン ト を 紹 介 し ま
義 が ２ 本 （ 多 民 族 国 家 マ レ ー シ ア の 教 育 す。「
事 情 「 ア イ ヌ 人 の 教 育 の 現 状 と 課 題 ）」、 」
がありました。 ＜子どもを支援するためには・・・＞
午 後 の 部 の 提 案 ・ グ ル ー プ 討 議 で 、さ く ・ がある。虐待している親を支援する必要

（虐待を認めるのではなく虐待を減らすために）ら 広 場 ス タ ッ フ の 小 谷 先 生 か ら は 「 外 国、
にルーツをもつ子どもたちが抱える問題 ・ ああいう親やから・・・」ではなく、」、 「
在 日 韓 国 人 の 小 学 校 教 員 の 邉 （ ピ ョ ン ） 先 ど の よ う な 養 育 能 力 が 不 足 し て い る の か
生 か ら は 「 希 望 を も っ て 、 い き い き と 暮 ら を考える。
す こ と 、 中 国 か ら 渡 日 し た 小 学 校 教 員 の ・親の話に傾聴する。」

ＳＯＳへの対応の流れ橋 本 先 生 か ら は 「 先 生 の 熱 い 想 い が 子 ど ・、
も に 伝 わ る こ と が い か に 大 切 で あ る か 」 提 （情報収集→情報の整理→ケース会議）

。案がありました。 ・学校全体をチームとして守秘義務を実施
子ど もの討 議 で は 、 メ ン タ ル サ ポ ー ト の 必 要性 や ・ 行 政 が 介 入 す る 必 要 が 生 じ た 時 （

客 観 的 事 実 の 記 録母 語 保 持 の 必 要 性 、 学 習 言 語 の 習 得 の 困 難 ） の た め に施 設 入 所 な ど

性 等 に つ い て 、 熱 く 熱 く 意 見 交 換 が 盛 り 上 が必要。
がりました。 ・ の問題子どもをほめることのリスク
『 本 物 』 と 出 会 う こ と を 重 ね 「 違 い 」 を （ ）、 →虐待がさらに悪化するケース有り

豊かさ にとらえられる子どもに・・・ ・情報・支援方法を引き継ぐ「 」 。
支援者（担任）を支援する重要性・

の研修報告は次号に掲載します。小学校英語夏期集中研修
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研修Ⅰ 先輩からのとっておきのお話として、岸部第一小学校指導教諭黒谷聡先生からお話を聞きました。 
つねに子どもの側に立って見ること、子どもに真剣に向き合うこと、そして教師自身が仕事を楽しむことの
大切さを教えていただきました。《感想》◆失敗談も教えてもらい、でもそれを大切に繰り返さない努力をされ
ているから素敵な先生になれるんだと思いました。「夢ノート」「いいとこシャワー」すぐにでもやってみたい
と思います。 
 研修Ⅱ ３人の先生方の授業ビデオをみながら、具体的な授業のポイントを学びました。 
授業場面を通して、子どもの意欲をひきだすための教師の働きかけのポイントや、学習内容について子ども
の理解を助けるための教師の説明のしかたや教材・教具の工夫などを具体的に学ぶことができました。 
《感想》「子どもへの対応などが見れて良かったし、解説や説明を聞きながら見れるのはとてもためになった。
また、子どもへの言葉かけの大切さ、授業の組み立て方・子どもとの向き合い方など大変参考になりました。 
研修Ⅲ グループに分かれて受講者同士の「とっておきの実践交流会」を行いました。 

 授業で使った教材の具体物やワークシート・教室掲示の写真・教材をストックしたファイル・学級通信などそ
れぞれが持ち寄った資料を提示しながら一人一人の報告、その後共通テーマについて深めていきました。 
《感想》◆同輩と意見交流することは、勉強になるし、楽しかった。また、自分の実践していることを発表する
ことの楽しさも学んだ。◆同期の先生方から受ける刺激は「自分ももっと頑張ろう」と言う気持ちになる大き
なもの。 

 

 
 
 今年度より新しくスタートしたＪＩＣＡ大阪と連携した研修。 
研修１では、片山中学校兒島先生のサモア海外研修で学ばれたことと帰国 
してからの実践のお話。研修２では、開発教育協会理事の佐藤友紀氏による 
ワークショップを通して多文化理解への気づきを深める研修。写真やカード 
を使ってグループでアクティビティをする中で多文化理解につながるたくさ 
んの気づきを得ることができました。研修Ⅲでは、ＪＩＣＡ大阪の活動や 
施設について学びました。 初任者研修の社会体験研修をＪＩＣＡで実施中の先生方
４人もスタッフとしてＪＩＣＡ大阪の紹介をしていただくなど活躍していただきま
した。 
 
 
 
 
 
 
 「私たちひとりひとりは力を持つ存在」であると考えること。安心して自分自身を出せる場をつくり、相手の
力を引き出しながら、それを融合し進めていくワークショップの体験をしました。キーワードは、「聴き合う」
こと。なんでもないように見えるワークの中にも、話題の設定に参加度を高め、語りやすくする工夫（フォーカ
スメイク）がありました。集団の中でなかなか自分の思いや考えを出せ
ない子どもたちに対して、思いを引き出すためのヒントを学ぶことがで
きました。まず、『聴き合う』関係を築くことや話ができる安心安全の場
づくりを作ることの大切さ」。「『ルールを守りましょう』と何回も言うよ
りも、楽しい活動を通してルールを守ることを体験しながら学ぶこと」
など理屈でなく体験を通して学ぶことの大切さを実感した研修でした。 

「とっておきの私の実践交流会 
―高めあおう・広げようそして発信しよう」

ステップアップ選択研修 ８月１日（水）午後実施 

「国際理解教育」ＪＩＣＡ大阪で学ぶ。 

ステップアップ研修Ⅱ  ８月３日（金）実施  
「教室で子どもたちがのびのびと自分を表現できるために」 
    －子どもたちの力を引き出すワークショップ－ 

片山中    兒島さん
開発教育協会 佐藤さん

人まちファシリテーション工房 
ちょん せいこさん 

簡単な活動を通してルー
ルを学びます。 

昨年度よりスタートしたステップアップ研修、今年度はさらに充実させ、夏休み中に選択研修も含め 8 講座を
実施いたしました。講師の話を聞くだけでなく、グループで協議をしたり、ワークショップ形式で研修をする
ことでより深い学びになったのではと思います。夏休み中の研修の様子を少し紹介させていただきます。 

サモアの衣装です！ 

これは日本？これはネパール？カードを並べな
がら新しい気づきがたくさんありました。 

７月３０日実施 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報教育  ８月６日・７日・３０日 
教育センター情報科学室にて教育センター矢橋参
事より「SATSUKI ネット活用・情報セキュリティ」
について、３０分という短時間でしたが、個人情報
の管理など大事なことを学びました。 
◆SATSUKI ネットについては、初めて利用の仕方
を知った。学校間でメールのやりとりができること
や学校教育ポータルサイトなどのページがあること
を知った。どんどん活用したい。◆今回の研修で学
校という場所は、本当に多くの子どもの個人情報を
持っているだけでなく、作り出している場所である
ことを再確認した。個人情報の管理の徹底にさらに
取り組んでいきたいと思った。  

新規採用教職員の先生方を対象
に夏休み4日間１０講座の研修を
実施しました。 

自分達で苦労して作ったカレーは

最高！！ 

授業づくり   ８月２０日実施  千里たけみ小学校にて 

 大変暑い中、盛りだくさんの内容でしたが、どの研修にも熱心に参加されました。最初の研修は、教育
委員会の生駒指導主事と西山田中学校の野本先生から模擬授業を通して授業を見つめなおす体験をしま
した。そのあと、グループに分かれてそれぞれの1学期の悩み・課題を出し合い、その解決のための方法
を協議しました。最後は「よさこいソーラン」の踊りを通して、プロのインストラクター梅本氏より指導
者としての心構え、気をつけることなど教師とはまた違った視点での話を聞きました。 
◆しゃべってばかりの授業ではなく、教具や子どもの興味をひく話などたくさんの工夫や手だてがあって
こそ、子どもが意欲をもって取り組めるのだと実感した。◆模擬授業を見せていただいて、とてもショッ
クを受けた。自分はなんてつまらない授業をしていたのかがよくわかった。授業の導入で、どう子どもを
引きつけるかが大事だと感じた。◆グループ協議では、どの先生も同じようなことで悩んでいるというこ
とがわかって少し安心した。同じ学年、同じ新任という立場の人と困っていることや 
解決策を交流し、共有できて良かった。◆梅本先生の踊りの指導や話から 
プロとしての意識がひしひしと伝わってきた。教える者として相手との 
コミュニケーションを大切にする、否定的な言葉は使わないなどこれから 
意識してやっていこうと思った。◆「本物を見ると教師が変わる。教師が 
変わると子どもが変わる。」との研修後の溝口先生の話に大きく納得した。 
 

自然体験研修       8月１７日実施 

 吹田市青少年野外活動センターにて、「野外炊事」と「集団づくりワークシ
ョップ」を行いました。講師は北山田小学校の田村先生にしていただきました。
「カレーコンテスト」ということで、各班とも大変工夫し、「ビジュアル系夏
野菜カレー」などすばらしいオリジナルカレーができました。また、各班のカ
レーをアピールするプレゼンテーションも大変すばらしかったです。 
◆違う校種、職種の人達とも同じ班の仲間として協力して一つの物を作り上げ
たことに大きく達成感を感じた。◆８／７に相談した時は、これで本当におい
しいカレーを協力して作ることができるのかなと不安でしたが、作っていくう
ちに絶対うちの班が一番おいしいと自信が持てました。結果は五位でしたが、
チームワークと達成感がなによりのスパイスでした。◆とても簡単なのにすぐ
夢中になれるゲームばかりでした。子ども達の立場になってゲームする中で教
える側がどのように声かけ、どのような位置から全体を見ていけばいいか等と
ても勉強になりました。◆一人では出来ない、集団ならではの活動の良さを改
めて感じました。達成感がすごく得られた研修でした。 

よさこいソーランを踊る先生たち

応急手当－心肺蘇生法－ ８月６日・７日 
 AED の使用方法も含めた心肺蘇生法の実技研修を南
消防署の救急隊員の方、昨年度普及員講習を修了され
た吹田市立小中学校の６名の先生方を講師に実施しま
した。 
◆吹田市内の救急対応の現状や熱中症への対応などを
知ることができた。また最近、駅などでの公共施設で
見かけるようになった AED の使用方法についてもこの
研修を受けるまでどのような機器なのか、どう使うの
か知らなかったので勉強になった。応急手当の実技は
一定の緊張感と先輩の先生方の丁寧な指導で一生懸命
取り組むことができた。◆心肺蘇生法については、知
識はあっても実際にはなかなかできないことを再確認
し、順序立てて流れを確認したことで、自分の中に定
着させることができた。 



番号 研修テーマ・講師名・概要等 会　　場 日　　時 対　　象

25
幼-小・中連携(異校種見学）
「保育体験・参観と研究協議」
　　　各幼稚園長等

各幼稚園 １０月～２月
小・中学校
初任者教員

24
①
「初任者による代表授業」（中学校）
　　授業者　山田中学校　中野　辰晃

山田中学校
１０月３０日
（火）
午後

中学校
初任者教員
新採講師

24
②
「初任者による代表授業」（小学校①③班）
　　授業者　青山台小学校　上田　和成

青山台小学校
１１月２０日
（火）
午後

小学校
初任者教員
新採講師

24
③
「初任者による代表授業」（小学校②④班）
　　授業者　高野台小学校　工藤　智也

高野台小学校
１１月２２日
（木）
午後

小学校
初任者教員
新採講師

45
「吹田市養護学級センター校に学ぶ①」
　　難聴学級センター校
　　　　「たけのこ学級」参観・協議

吹田第二小学校
たけのこ学級

１０月２６日
（金）

１３：４５～

46
「吹田市養護学級センター校に学ぶ②」
　　肢体不自由学級センター校
　　　　「やまばと学級」参観・協議

高野台小学校
やまばと学級

１１月８日
（木）

１３：４０～

フレッシュ研修 31

Ａ「学校事務職員の役割」
Ｂ「新規採用事務職員を育てる学校づくり」
　助言　吹田第一小学校　主幹　宮田　弘志
　　　　　豊津第二小学校　主査　有岡　雅裕

教育センター
第１会議室

10月11日
(木）

１５：００～

経験１～５年目
事務職員
新採臨時主事
新採配置校
先輩事務職員

専
門
職

等
研
修

学校事務職員
研修

99 「小中一貫教育における事務連携」（仮題）
教育センター
研修室

12月10日
（月）

１５：００～
学校事務職員

課
題
別

研
修

学力向上 63
授業改革
「学びの基礎力を高めるために」（仮題）
　　　千里金蘭大学　教授　寺西　和子氏

教育センター
研修室

11月12日
(月）

１６：００～
教職員

225
事例研修
大阪市教育委員会　特別支援教育アドバイザー
　　　西岡　有香氏

教育センター
第一会議室

９月１８日
（火）

１６：００～
教職員

222
事例研修
　　兵庫教育大学　助教授　井澤　信三氏

教育センター
第一会議室

１０月２２日
（月）

１６：００～
教職員

85

「授業理論と指導法」
　　大阪商業大学　教授　加賀田　哲也氏
　※小学校英語活動リーダー養成研修第２回と兼
ねています

教育センター
視聴覚室

１０月１１日
（木）

１６：００～

英語活動リーダー養成
研修申込者

※小学校教員・中学校
英語科教員も参加可

（申込要）

74
「デジタル掛け図を活用してみよう！」
東京書籍（株）ソフトウェア営業部　赤松　弘章氏
　※小学校英語担当者会と兼ねています。

教育センター
情報科学室

１０月１５日
（月）

１６：００～

76

「東京都杉並区の小学校英語活動の実践紹介」
　　東京都杉並区小学校英語活動指導者
　　　　金野　日和氏
　※小学校英語担当者会及び小学校英語活動リー
ダー養成研修第３回と兼ねています。

教育センター
第一会議室

11月2日
（金）

１６：００～

84

小学校英語活動リーダー養成研修第１回

「小学校英語活動のあり方」
　吹田市立教育センター指導主事
「英語で授業を進めるための英語力アップ講座」
　櫻井　圭子氏・吹田市ＡＥＴ　Ｓｔｅｗａｒｔ　Ｔｕｌｉｐ氏

教育センター
視聴覚室

９月１８日
（火）

１６：００～

86
小学校英語活動リーダー養成研修第４回

「カリキュラム研究＆中学校教科書研究」
　　吹田市立教育センター指導主事

教育センター
第一会議室

１１月１２日
（月）

１６：００～

小学校
英語活動
リーダー養成
研修

教
科
領
域
別
研
修

※各講座の詳細は、各学校ごとに送付します実施要項をご覧下さい。

教職２～５年目
教職員

小学校英語
担当者

※小学校英語
担当者以外・
中学校英語担
当者も参加可
（申込要）

事例研修

特
別
支
援
教
育

研
修

小学校
英語活動

小学校教員
・

中学校
英語科教員

※申込済みの方

９ ･ １ ０ ･ １ １ 月 の 教 職 員 研 修 予 定

講座名

初任者研修
フレッシュ
研修

ステップアッ
プ研修

※任意選択
研修

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ
た
研
修

　吹田市教育研究大会の様子が、吹田ケーブルテレビ９０分番組
「ザ・スペシャル」で、９月２１日（金）から１週間（１日２回放映①１３：３０
～　②１９：３０～　）放送される予定です。


